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ゴーヤーの低温感受性と花粉の長期保存技術

はじめに

ゴーヤーの冬春期栽培においては、１～２月の低温期には受粉に用いる花粉活性の

低下が慢性的な問題となっており、安定生産の妨げとなっています。花粉活性の低下

の具体的な現象としては、花粉の成熟不良やこれに付随する開葯不良、発芽率の低下、

ひどい場合には開花数の極端な減少が見られます。これらの花粉活性の低下を克服

し、着果率の向上を図ることは冬春期の安定生産につながることが期待されます。

今回、ゴーヤー花粉の活性低下をもたらす低温感受性に関する知見が得られ、また

低温障害対策としての花粉の長期保存技術の開発を行い、一定の成果が得られまし

た。そこで、冬春期にゴーヤーを栽培する生産者並びに栽培技術の普及に携わる方々

に対してこれらの技術を活用して頂くために、資料としてまとめることとしました。

冬春期栽培の優良種苗品種
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気温が低い日には夜間だけでなく、日中も気温を高めるよう換気
の管理を行う必要がある。日平均15℃以上を目標に管理する。

ゴーヤーの低温感受性について

ゴーヤーの低温障害には主に以下の２種類があります。

①開花１5～20日前の蕾

②開花の１～３日前の蕾

低温

低温

開花

花粉の発育段階が四分子期
（減数分裂期）頃に低温を受
けると花粉が成熟できず、不
稔花粉が増えやすくなる。

開花直前の花粉成熟期に低温を
受けると花粉の発芽率が低下する。
花粉が正常に見えても、発芽率が
低い場合がある。

10℃以下

日平均15℃
以下

ハウス管理

換気作業による温度管理 内張りの防風ビニール

対策

ゴーヤーの低温感受性と花粉の長期保存技術

防風ビニール

側
窓

①不稔花粉（発育不良の異常花粉）の増加

②花粉の発芽率の低下
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着果率や果実品質に問題はない。
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表　保存花粉を利用した果実品質と着果率

受粉花粉

当日花粉 z 190.0 ±18.6 21.2 ±2.4 18.8 ±7.3

保存花粉 y 190.0 ±30.7 22.5 ±2.6 14.7 ±4.8

有意差 x

z 受粉日である2017年2月12日に咲いた雄花の正常な花粉（発芽率92％）を用いて受粉した。

y 2016年12月10日に保存した発芽率55％の63日間保存花粉を用いて受粉した。

x NS：有意差なし,p > 0.05(T-test,n=8）着果率は、逆正弦変換後に有意差判定した。

NS NS NS NS

果実重
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（cm）
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75.0

87.5


